
開 催 趣 意 書 

 

「第 23 回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in 東京」は特定非営利活動法人 東

京都中途失聴・難聴者協会の主管により開催します。この大会は、全国の中途

失聴者・難聴者およびその家族・知人、支援者、関係者等一般の方々を対象に

様々な問題を提示し、その解決に向けて情報を共有・討論する場であり、東京

での開催は 13 年ぶりとなります。 

中途失聴、難聴は「見えない障害｣と言われるように、外見からは分かりにく

く、誤解されたり、孤立したり、不利な立場に置かれたりすることが少なくあ

りません。周囲から理解されずに必要な配慮が得られない状況は、心に大きな

負担となります。今日の情報化社会において、音声情報バリアフリーをめざす

も視覚情報や文字情報は不十分であり、災害時の情報収集の難しさは、命にか

かわることさえあります。 

先の東日本大震災で障害者が「弱者」として放置され、死亡率が健常者の２

倍にもなったことで、まさにその現実をつきつけられました。このときに学ん

だことが熊本地震に生かされたのか疑問に思うところもあります。 

私たちは、聞こえの程度にかかわりなく、一人の人間として誇りを持って自

分らしく生きたいと願っています。障害者・関係者が一丸となって障害者権利

条約批准に向けた国内法整備を実現させ、2016 年 4 月に障害者差別解消法が施

行となりました。１年以上が経過しましたが、「相模原障害者施設殺傷事件」に

象徴されるように差別意識は払拭できていません。一般社団法人 全日本難聴

者・中途失聴者団体連合会（略称：全難聴）は、全国の中途失聴者・難聴者の

切実な声を集め、その要望を実現するために様々な活動をしています。私たち

が権利の主体であることを意識して、障害者権利条約の理念を現実のものにし

ていくなかで差別は少しずつなくなっていくと確信しています。 

近年、補聴援助機器や情報支援機器の開発が進み、中途失聴者・難聴者の生

活も便利になってきました。しかし福祉制度の谷間にいる多くの人たちが置き

去りにされていることを忘れてはなりません。今後の社会福祉のあり方に関わ

る動きを敏感にとらえ、地域格差のない広域的な意思疎通支援事業の実施をは

じめ、様々な福祉施策の拡充に向けて針路を定めたいと思います。 

本大会は、東京でみつける「あらたな自分 つながる心 ひろがる未来」を

メインテーマに、５つの分科会でそれぞれの課題に沿って語り合います。バリ

アフリー観劇を特別企画といたしました。 

参加者一同が誰もが暮らしやすい社会の実現に向けて自覚的に研修を深め、

中途失聴者・難聴者の自立と社会への完全参加の保障、社会福祉の向上に努め

ることを目的として開催いたします。 



 

「全国難聴者研究大会」（第１回～第１１回） 

１．昭和５３年 名古屋市 

２．昭和５４年 札幌市 

３．昭和５６年 島根県 

４．昭和５７年 東京都 

 

これ以降「全国中途失聴者・難聴者福祉大会」（第１回～第２２回）と改名 

１．平成  ３年 徳島県 

２．平成  ４年 仙台市 

３．平成  ６年 兵庫県 

４．平成  ７年 横浜市 

５．平成  ８年 大分県 

６．平成１０年 静岡県 

７．平成１１年 福島県 

22．平成２８年 奈良県                      

９．昭和６２年 大阪府 

１０．平成 元年  北九州市 

１１．平成  ２年 茨城県 

 

５．昭和５８年 岡山県 

６．昭和５９年 仙台市 

７．昭和６０年 広島市 

８．昭和６１年 滋賀県 

 

８．平成１３年 愛知県 

９．平成１４年 千葉県 

１０．平成１５年 京都市 

１１．平成１６年 東京都 

１２．平成１７年 名古屋市 

１３．平成１８年 大阪市 

１４．平成１９年 岩手県 

 

１５．平成２０年 岡山県 

１６．平成２２年 熊本県 

１７．平成２３年 青森県 

１８．平成２４年 埼玉県 

１９．平成２５年 沖縄県 

２０．平成２６年 三重県 

２１．平成２７年 香川県 


